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[51] ピニオンカッタ歯形設計ソフトウェア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 51.1  ピニオンカッタソフトウェア 
 
51.1 ソフトウェアの構成 

  ピニオンカッタソフトウェアの構成を表 51.1 に示します．表中

の○は基本ソフトウェアに含まれます． 

適応歯車：インボリュート歯車（外歯車，内歯車） 
 

表 51.1 ソフトウェアの構成 
  No.         項  目         掲載項  

   1  基準ラック              51.2 
    2  歯車諸元                  51.2 
    3  カッタ諸元               51.3 
    4  ピニオンカッタ歯形           51.5 
    5  かみ合い図               51.6 
    6  円周方向誤差グラフ            51.7 
    7  レンダリング                 51.8 
   8  ファイル出力              51.9 
    9  諸元変更                 51.10 
  10  設計データ管理               51.11 

 
51.2 プロパティ（歯車の種類，基準ラック） 

 歯車の種類および基準ラックを図 51.1 で設定します．設定した

基準ラックの歯形は，図 51.2 のように確認することができます． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 51.1 プロパティ（基準ラック） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 51.2 基準ラック（歯形表示） 

51.3 歯車諸元（歯車，ピニオンカッタ） 
 歯車およびピニオンカッタ入力画面と寸法結果画面を図 51.3～
51.5 に示します． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 29.3 歯車諸元（外歯車） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  図 51.4 ピニオンカッタ諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  図 51.5 寸法結果 
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51.4 ピニオンカッタ歯形計算 
 ピニオンカッタの歯形計算条件を図 51.6 で設定し，[確定]ボタ

ンを押すとピニオンカッタの歯形座標を計算します．歯形計算後，

ピニオンカッタ歯形を図 51.7 のように表示することができます．

そして，ギヤとのかみ合いを図51.8のように表示します．さらに，

歯形レンダリングを図 51.9 のように表示します．このレンダリン

グのコントロールフォーム（図 51.10）でカッタを回転させたり，

歯形の観察角度を変えたり，中心距離を変更したりすることがで

きます． 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.6 歯形計算設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 51.7 ピニオンカッタ歯形 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.8 かみ合い（歯車とピニオンカッタ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 51.9 レンダリング（歯車とピニオンカッタ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 51.10 レンダリングコントロールフォーム 
 
 ピニオンカッタ歯形は，図 51.11 のようにカッタ直径によって

誤差が異なります．図 51.11(a)は，新品工具で図 51.11(b)は，端部

から 0.5mm 歯幅位置（b’）における誤差を示します．図 51.11(a)
では，工具直径 75.10mm で左刃面では 0.00968mm，右刃面では

0.0101mm の誤差を持つ刃形であることが解ります． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(a) 工具端部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 工具端部から 0.5mm の位置 

図 51.11 工具直径位置における歯形誤差 

 

 

 
図 51.12 歯幅位置 

 

51.5 歯形出力 
 ピニオンカッタの歯形を図 51.13 のようにDXF, IGES で出力す

ることができ，図 51.14 にCAD 作図例を示します． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.13 ファイル出力 

bx
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図 51.14 ピニオンカッタ歯形のCAD 作図例 

 

 図 51.4 ピニオンカッタ諸元で決めた諸元を変更したい場合は，

図 51.15 で「中心距離変更」または，「歯厚と圧力角を変更」して

再計算（図 51.16）するとピニオンカッタの歯形を生成することが

できます． 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.15 変更諸元 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 51.16 寸法結果（諸元変更） 
 
51.6 内歯車 
 内歯車およびピニオンカッタ入力画面と寸法結果画面を図

51.15～51.17 に示します． 
 図 51.15 で「内歯車」を選択し，基準ラックを設定します． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 51.15 プロパティ（内歯車，基準ラック） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 51.16 歯車諸元（内歯車） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 51.17 歯車寸法 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.18 ピニオンカッタ諸元 

 
 51.6.1 ピニオンカッタ歯形計算 
 ピニオンカッタの歯形計算条件は図 51.6 で設定し，[確定]ボタ

ンを押すとピニオンカッタの歯形座標を計算します．歯形計算後，

ピニオンカッタ歯形を図51.19のように表示することができます．

そして，ギヤとのかみ合いを図 51.20 にレンダリングを図 51.22
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のように表示します．このレンダリングのコントロールフォーム

でカッタを回転させたり，歯形の観察角度を変えたり，中心距離

を変更したりすることができます．また，図 51.11 と同様にピニ

オンカッタの歯形誤差を図 51.23 に示します． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 51.19 ピニオンカッタ歯形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 51.20 かみ合い（歯車とピニオンカッタ） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.22 レンダリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 51.23 工具直径位置における歯形誤差 
 

51.6.2 歯形出力 
 ピニオカッタの歯形を図 51.24 のようにDXF, IGES で出力する

ことができ，図 51.25 にCAD 作図例を示します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.24 ファイル出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 51.25 ピニオンカッタ歯形のCAD 作図例 

 

 図51.18ピニオンカッタ諸元で決めた諸元を変更したい場合は，

図 51.26 で「中心距離変更」または，「歯厚と圧力角を変更」して

再計算（図 51.27）するとピニオンカッタの歯形を生成することが

できます． 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 51.26 変更諸元 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 51.27 寸法結果（諸元変更） 
 
 


